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第21回  通常総代会開催

　

去
る
４
月
25
日
（
土
）、第
21
回
通
常
総
代
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
規
模
を
縮
小
し
て
開

催
し
、
総
代
総
数
520
名
に
対
し
480
名
（
本
人
出
席
13
名
、
代
理
人
出

席
1
名
、
書
面
出
席
466
名
）
に
ご
出
席
頂
き
ま
し
た
。

　

中
村
専
務
の
開
会
の
こ
と
ば
の
後
、
小
池
組
合
長
が
「
組
合
員
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き
の
理
念
で
あ

り
ま
す
『
伸
び
ゆ
く
力
を
広
が
る
未
来
へ
』
の
も
と
、
各
事
業
の
協

同
活
動
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

お
蔭
様
を
も
ち
ま
し
て
当
Ｊ
Ａ
も
、
第
21
回
通
常
総
代
会
を
迎
え

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
一
重
に
組
合
員
各
位
の
ご
協
力
の

賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
組
合
員
の
皆
様
の
信
頼
と

期
待
に
応
え
る
た
め
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
利
用
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
か
ら
令
和
へ
と
期
待
も
大
き
く
膨
ら
む
新
時
代
を
迎

え
ま
し
た
が
、
当
組
合
で
は
引
き
続
き
営
農
活
動
を
事
業
の
中
心
と

し
て
経
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
農
業
や
農
村
を
取
り
巻

く
環
境
は
年
々
厳
し
さ
が
増
す
中
、
農
業
の
担
い
手
確
保
は
重
要
課

題
で
あ
る
た
め
、
笛
吹
市
・
市
農
業
委
員
会
と
協
力
し
て
の
『
農
業

塾
』
を
は
じ
め
、
甲
府
市
と
中
央
市
と
も
連
携
し
て
事
業
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
の
樹
園
地
改
植
事
業
、
笛
吹
市
の
農

業
機
械
補
助
事
業
も
活
用
し
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。
令
和
元
年

度
は
春
の
訪
れ
が
早
く
、
こ
の
時
期
の
低
温
に
よ
り
李
や
桃
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
が
凍
霜
害
に
遭
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
５
月
か
ら
７
月
に

か
け
て
八
代
・
御
坂
・
一
宮
地
区
の
広
範
に
合
計
５
回
の
降
雹
被
害

や
、
梅
雨
期
間
中
は
300
ミ
リ
を
超
え
る
降
水
量
な
ど
農
作
物
へ
の
被

害
は
大
き
く
、
こ
こ
数
年
一
部
に
み
ら
れ
た
桃
の
せ
ん
孔
細
菌
病
が

大
発
生
し
、
ブ
ド
ウ
で
は
晩
腐
病
の
多
発
等
果
実
と
野
菜
の
生
産
量

は
全
体
で
前
年
比
83
％
と
減
少
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、

生
産
者
の
手
取
り
最
大
化
を
目
指
し
、
組
織
販
売
力
の
強
化
の
た
め
、

規
格
や
容
器
の
統
一
化
と
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
に
努
め
、
行
政
機
関

や
市
場
と
一
体
と
な
っ
て
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の

活
用
、
食
育
活
動
と
試
食
対
面
販
売
等
に
よ
り
優
良
産
地
と
し
て
の

知
名
度
の
定
着
を
図
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
青
果
物
の
価
格
は
高

価
で
推
移
し
た
も
の
の
生
産
量
の
大
幅
な
低
下
が
影
響
し
、
販
売
品

取
扱
高
は
前
年
比
91
％
の
128
億
円
と
な
り
ま
し
た
。
大
変
厳
し
い
事

業
環
境
で
あ
り
ま
し
た
が
組
合
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
僅
か

で
は
あ
り
ま
す
が
事
業
利
益
を
確
保
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
初

の
計
画
通
り
会
計
シ
ス
テ
ム
導
入
費
用
の
一
括
処
理
等
に
よ
り
情
報

化
積
立
金
１
億
８
千
４
百
万
円
の
取
崩
し
と
、
３
カ
所
の
事
業
所
で

減
損
損
失
が
発
生
し
た
た
め
６
千
５
百
万
円
の
固
定
資
産
減
損
積
立

金
の
取
崩
し
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
経
営
内
容
の
な

か
、
今
後
を
見
通
し
ま
す
と
経
済
事
業
の
赤
字
を
補
う
信
用
事
業
は
、

収
益
の
中
心
で
あ
り
ま
す
貸
付
け
の
減
少
が
続
き
、
信
連
等
の
奨
励

金
も
年
次
引
き
下
げ
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
加
え
て
共
済
事
業
も
保

有
高
の
落
ち
込
み
に
伴
い
付
加
収
入
の
減
少
が
顕
著
で
、
早
急
な
費

用
削
減
に
迫
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針

で
は
適
正
な
信
用
店
舗
は
貯
金
高
100
億
円
以
上
が
示
さ
れ
て
お
り
、

当
組
合
で
は
管
内
信
用
５
店
舗
へ
の
統
合
が
指
導
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し

ま
す
が
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
ご
利
用
や
代
替
え
と
し
て
の
渉
外
職
員
に
よ
る

補
完
等
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
何
卒
ご
理
解
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
も
営
農
活
動
の
強
化
の
た
め
、
協
力
組
織
の
育
成
強
化
と

農
産
物
の
安
全
生
産
の
た
め
の
事
業
や
施
設
整
備
、
価
格
維
持
を
図

る
た
め
の
貯
蔵
技
術
を
確
立
し
、
特
色
あ
る
産
地
形
成
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
で
組
織
を
維
持
す
る
た
め
、
施

設
の
再
編
整
備
や
合
理
化
、
効
率
化
に
努
め
る
と
と
も
に
職
員
教
育

等
人
材
育
成
に
努
め
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
を
高
め
、
組
合
員

の
皆
様
か
ら
の
信
頼
性
を
確
保
し
、
経
営
基
盤
強
化
に
も
努
力
し
ま

す
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
、
議
長
に
富
士
見
支
所
の
荻
野
正
直
様
と
芦
川
支
所
の

霜
村
守
久
様
が
選
出
さ
れ
、
議
決
事
項
の
審
議
に
入
り
、
12
議
案
は

す
べ
て
原
案
通
り
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
原
常
務
に
よ
る
閉
会
の
こ
と
ば
に
よ
り
第
21
回
通
常
総
代
会
が

終
了
致
し
ま
し
た
。

　

総
代
会
に
先
立
ち
行
い
ま
し
た
地
区
説
明
会
へ
出
席
頂
い
た
組
合

員
の
皆
様
、
総
代
会
へ
出
席
頂
い
た
総
代
の
皆
様
に
は
、
お
忙
し
い

中
、
ご
出
席
頂
き
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
の

ご
支
援
と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

報
告
事
項　
　
　

第
21
期
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
及
び
注
記
表

　
　
　
　
　
　
　

の
報
告
に
つ
い
て

議
決
事
項

第
１
号
議
案　
　

第
21
期
事
業
報
告
、
剰
余
金
処
分
案
承
認
の
件

第
２
号
議
案　
　

中
長
期
経
営
計
画
の
設
定
の
件

第
３
号
議
案　
　

第
22
期
事
業
計
画
な
ら
び
に
収
支
予
定
計
画
の
設

　
　
　
　
　
　
　

定
の
件

第
４
号
議
案　
　

定
款
の
一
部
変
更
の
件

第
５
号
議
案　
　

定
款
附
属
書
総
代
選
挙
規
程
の
一
部
変
更
の
件

第
６
号
議
案　
　

信
用
事
業
規
程
の
一
部
変
更
の
件

第
７
号
議
案　
　

農
地
集
積
円
滑
化
事
業
規
程
の
廃
止
の
件

第
８
号
議
案　
　

役
員
の
補
欠
選
任
の
件

第
９
号
議
案　
　

退
任
理
事
に
対
す
る
退
職
慰
労
金
支
給
の
件

第
10
号
議
案　
　

理
事
の
報
酬
に
関
す
る
件

第
11
号
議
案　
　

監
事
の
報
酬
に
関
す
る
件

第
12
号
議
案　
　

令
和
２
年
度
甲
府
市
水
田
農
業
産
地
づ
く
り
補
助

　
　
　
　
　
　
　

金
の
交
付
申
請
・
請
求
・
受
領
に
関
す
る
権
限
を

　
　
　
　
　
　
　

組
合
に
委
任
す
る
こ
と
に
関
す
る
件



お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

気
象
予
報
士
（
株
式
会
社
ハ
レ
ッ
ク
ス
）
檜
山
靖
洋

　
　

７
月
は
大
雨
災
害
多
い

　

過
去
に
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し
た
現
象

に
つ
い
て
、
気
象
庁
で
は
名
称
を
付
け
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
西
日
本
を
中
心
に
各
地
で

記
録
的
な
大
雨
と
な
っ
た
「
平
成
30
年
７
月

豪
雨
」、
福
岡
県
や
大
分
県
で
同
じ
よ
う
な

場
所
に
活
発
な
積
乱
雲
が
懸
か
り
続
け
た

「
平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
」
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、
７
月
に
は
２
０
１
５

年
、
２
０
１
４
年
に
も
台
風
と
梅
雨
前
線
に

よ
る
大
雨
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た

「
平
成
24
年
九
州
北
部
豪
雨
」
や
「
平
成
23

年
新
潟
・
福
島
豪
雨
」
と
7
月
は
毎
年
の
よ

う
に
大
雨
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
、
梅
雨
前
線
が
本
州
の
近
く

に
停
滞
し
、
夏
の
高
気
圧
を
上
回
る
非
常
に

湿
っ
た
空
気
が
入
り
や
す
い
時
期
で
す
。
台

風
が
南
の
海
上
に
あ
る
と
、
い
っ
そ
う
湿
っ

た
空
気
を
も
た
ら
し
、
大
雨
災
害
が
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
い
ま
一
度
、
土
砂
災
害

や
洪
水
の
危
険
が
あ
る
場
所
、
危
険
が
迫
っ

た
ら
ど
う
す
る
か
な
ど
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

四
月
定
例
理
事
会
　
四
月
二
十
四
日

一
、
行
政
庁
に
提
出
す
る
業
務
報
告

　

書
の
決
定
に
つ
い
て

　
　

農
協
法
第
五
十
四
条
の
二
に
基

　

づ
き
、
農
林
水
産
省
令
に
定
め
る

　

組
合
の
業
務
及
び
財
産
の
状
況
を

　

記
載
し
た
報
告
書
を
作
成
し
、
行

　

政
庁
へ
提
出
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

審
議
し
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し

　

た
。

二
、
諸
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
（
案
）

　
　

過
剰
労
働
を
防
ぐ
こ
と
で
労
働

　

者
の
健
康
を
守
り
、
生
産
性
の
向

　

上
を
図
る
と
と
も
に
、
多
様
な
ラ

　

イ
フ
ワ
ー
ク
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
を

　

目
指
す
た
め
、
就
業
時
間
の
変
更

　

を
行
う
就
業
規
則
の
一
部
変
更
に

　

つ
い
て
審
議
し
原
案
通
り
承
認
さ

　

れ
ま
し
た
。

五
月
定
例
理
事
会
　
五
月
二
十
六
日

一
、
令
和
元
年
度
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ

　

ャ
ー
誌
に
つ
い
て

　
　

業
務
及
び
財
産
状
況
に
関
す
る

　

事
項
と
し
て
農
林
水
産
省
令
で
定

　

め
る
も
の
を
記
載
し
た
説
明
書
類

　
（
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
）
の

　

作
成
に
つ
い
て
審
議
し
原
案
通
り

　

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

二
、
役
員
退
職
慰
労
金
支
給
に
つ
い

　

て
（
案
）

　
　

総
代
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た

　

予
算
に
基
づ
き
役
員
退
職
慰
労
金

　

の
配
分
に
つ
い
て
審
議
し
原
案
通

　

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

三
、
理
事
報
酬
の
配
分
に
つ
い
て

　
（
案
）

　
　

総
代
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た

　

予
算
に
基
づ
き
理
事
報
酬
の
配
分

　

に
つ
い
て
審
議
し
原
案
通
り
承
認

　

さ
れ
ま
し
た
。

四
、
簡
易
郵
便
局
の
廃
止
に
よ
る
受

　

託
契
約
の
解
除
に
つ
い
て
（
案
）

　
　

人
件
費
削
減
・
窓
口
業
務
の
ス

　

リ
ム
化
を
図
る
た
め
、
一
宮
ブ
ロ

　

ッ
ク
の
３
支
所
に
て
運
営
し
て
い

　

る
簡
易
郵
便
局
を
廃
止
す
る
た
め

　

受
託
契
約
の
解
除
申
請
を
す
る
こ

　

と
に
つ
い
て
審
議
し
原
案
通
り
承

　

認
さ
れ
ま
し
た
。

五
、
石
和
ブ
ロ
ッ
ク
総
合
支
所
の
設

　

定
に
つ
い
て

　
　

総
代
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た

　
「
中
長
期
経
営
計
画
策
定
の
件
」

　

に
含
ま
れ
て
い
た
「
支
所
再
編
計

　

画
」
に
伴
う
、
石
和
ブ
ロ
ッ
ク
の

　

総
合
支
所
を
富
士
見
支
所
と
す
る

　

こ
と
に
つ
い
て
審
議
し
原
案
通
り

　

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

六
、
西
部
地
区
新
事
業
所
建
設
委
員

　

会
設
置
に
つ
い
て
（
案
）

　
　

総
代
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た

　
「
中
長
期
経
営
計
画
策
定
の
件
」

　

に
含
ま
れ
て
い
た
「
支
所
再
編
計

　

画
」
に
伴
う
、
西
部
地
区
新
事
業

　

所
建
設
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

　

審
議
し
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し

　

た
。

七
、
諸
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
（
案
）

　
　

年
金
規
約
に
関
す
る
関
係
法
令

　

等
の
改
正
・
施
行
に
伴
う
企
業
年

　

金
規
約
の
一
部
改
正
、
ま
た
厚
生

　

労
働
省
か
ら
発
出
さ
れ
た
モ
デ
ル

　

規
約
に
合
わ
せ
て
整
備
を
行
う
こ

　

と
に
つ
い
て
審
議
し
原
案
通
り
承

　

認
さ
れ
ま
し
た
。



店舗機能集約のお知らせ

第 21回通常総代会において、第 2号
議案「中長期経営計画策定の件」に含ま
れていた【支所再編計画】が承認されま
した。また、5月 26 日の理事会にお
いて再編後の５支所（信用・共済営業店
舗）が決定いたしましたのでお知らせし
ます。

現行 再編後

エリア 総合支所
１３支所

総合支所
５支所

経済支所 備　　考

中 央
ブロック

八代支所
（芦川・御所含む） 八代支所

芦川支所
境川支所の

信用共済業務は八代支所へ
集約します。

御所支所

境川支所 境川支所

西 部
ブロック

中道北支所 西部地区
新設支所

（甲府市下曽根町）

中道北支所・
中道南支所に

ついては検討中

中道北支所・中道南支所・
豊富支所の

信用共済業務は新設支所へ
集約します。

中道南支所

豊富支所 豊富支所

御 坂
ブロック

御坂西支所
御坂西支所 御坂東支所

御坂東支所の信用共済業務
は御坂西支所へ

集約します。御坂東支所

一 宮
ブロック

一宮西支所

一宮西支所
一宮南支所 一宮南支所・一宮北支所

の信用共済業務は
一宮西支所へ集約します。

一宮南支所

一宮北支所一宮北支所

石 和
ブロック

岡部支所

富士見支所
岡部支所 岡部支所・石和支所の

信用共済業務は
富士見支所へ集約します。

石和支所
石和支所富士見支所

※八代支所・御坂西支所・一宮西支所・富士見支所では従来通り信用・共済・経済のフルライ
ンサービスを提供します。西部地区新設支所は、信用・共済事業のみ取り扱う支所となります。
他の支所については経済支所として、経済事業のサービスを引き続き提供する予定です。

簡易局廃止のお知らせ
支所再編による店舗機能集約に合わせ、一宮西支所・一宮南支所・一宮北
支所内にある金田局・浅間局・相興局の３局を廃止することとなりました
のでお知らせします。組合員の皆様には何かとご不便をお掛けして大変申
し訳ありませんが、皆様方の深いご理解とご協力をお願い申し上げます。
営業は令和３年１月末まで

ブロックエリア



　
笛
吹
市
農
業
塾

ぶ
ど
う
房
作
り
講
習
会　

　

５
月
25
日
、
当
Ｊ
Ａ
は
笛
吹
市
石
和

町
の
ほ
場
で
、
笛
吹
市
農
業
塾
・
笛
吹

市
援
農
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
の
ぶ
ど
う

房
作
り
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。
今
年

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

の
た
め
、
時
間
短
縮
を
し
て
行
い
ま
し

た
。

　

峡
東
農
務
事
務
所
か
ら
７
名
の
指
導

員
が
栽
培
の
指
導
に
あ
た
り
、
約
35
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
習
は
芽
か
き
、
新
梢
管
理
、
開
花

期
の
摘
房
、
房
づ
く
り
、
ジ
ベ
レ
リ
ン

処
理
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
内

で
の
栽
培
技
術
の
統
一
を
図
り
、
品
質

向
上
お
よ
び
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
的
に
行

い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
時
間
が
限
ら
れ
た
中
、

普
段
の
作
業
の
中
で
疑
問
に
思
っ
て
い

た
こ
と
な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
非

常
に
参
考
に
な
っ
た
。
今
日
学
ん
だ
こ

と
を
早
速
実
践
し
た
い
。
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
桃
の
袋
掛
け
講
習
会
で担

い
手
支
援　

　

５
月
27
日
、
当
Ｊ
Ａ
は
、
笛
吹
市
農

業
塾
・
笛
吹
市
援
農
支
援
セ
ン
タ
ー
主

催
の
講
習
会
で
、
桃
の
袋
掛
け
講
習
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き
管
内
の
受
講
者
20
名

が
笛
吹
市
一
宮
町
の
ほ
場
で
、
栽
培
技

術
の
向
上
・
統
一
を
目
的
に
峡
東
農
務

事
務
所
よ
り
５
名
の
指
導
員
か
ら
栽
培

管
理
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

講
習
は
袋
掛
け
を
行
う
際
の
作
業
ポ

イ
ン
ト
・
高
所
作
業
で
の
注
意
点
な
ど

を
学
ん
だ
後
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
桃

の
袋
掛
け
は
、
果
実
の
着
色
を
鮮
明
な

赤
色
に
仕
上
げ
た
り
、
果
実
へ
の
雨
水

を
遮
断
し
、
病
害
虫
か
ら
果
実
を
守
る

目
的
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
の
西
海
憲

セ
ン
タ
ー
長
は
「
統
一
し
た
栽
培
管
理

を
行
う
こ
と
で
、
品
質
の
向
上
、
安
定

し
た
生
産
で
農
家
の
所
得
増
大
に
つ
な

げ
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
継
続
的
に
講
習
会
を
行
い
、

果
樹
栽
培
の
発
展
及
び
安
定
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

　
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
守
れ
！

収
穫
最
盛
期
に
向
け

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル　

　

６
月
１
日
、
当
Ｊ
Ａ
と
甲
府
市
消
防

団
（
中
道
地
区
）
は
合
同
で
、
当
Ｊ
Ａ

管
内
の
甲
府
市
中
道
地
区
の
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
盗
難
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま

し
た
。

　

特
産
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
出
荷
を
迎

え
、
収
穫
前
を
狙
っ
た
盗
難
事
件
に
備

え
、
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
関
係
者
、
消
防
団
員
ら
約
40
名

が
参
集
し
て
出
発
式
を
し
た
後
、
各
地

域
に
別
れ
、
畑
を
巡
回
し
ま
し
た
。

　

中
道
支
所
も
ろ
こ
し
部
会
部
会
長
の

芦
沢
喜
嗣
さ
ん
は
「
今
年
は
、
天
候
も

良
好
で
良
い
も
の
が
出
来
た
。
皆
さ
ん

が
大
切
に
育
て
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
１

本
も
欠
け
る
こ
と
な
く
収
穫
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
消
防
団
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は

非
常
に
効
果
が
あ
り
団
員
の
方
々
に
は

と
て
も
感
謝
し
て
い
る
。
不
審
者
を
見

掛
け
た
ら
す
ぐ
警
察
へ
通
報
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

今
後
も
主
要
青
果
物
が
出
荷
の
最
盛

期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
盗
難
防
止
に

向
け
各
生
産
地
で
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う

予
定
で
す
。

　

露
地
桃
「
は
な
よ
め
」
初
出
荷

　

６
月
14
日
、
八
代
統
合
共
選
所
で
露

地
栽
培
の
極
早
生
品
種
の
桃
「
は
な
よ

め
」
を
初
出
荷
し
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
管
内
の
農
家
84
戸
か
ら
約

５
，
６
０
０
キ
ロ
を
東
京
・
大
阪
地
区

に
向
け
出
荷
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
春
先
の
気
温
が
高
く
、
開

花
は
昨
年
よ
り
６
日
ほ
ど
早
か
っ
た
も

の
の
、
開
花
後
の
気
温
が
低
く
推
移
し

た
た
め
、
昨
年
よ
り
２
日
早
い
出
荷
と

な
り
ま
し
た
。



　

八
代
支
所
指
導
課
小
林
課
長
は
「
今

年
は
雨
が
定
期
的
に
降
ら
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
早
生
種
に
つ
い
て
は
小
玉
傾

向
で
あ
る
が
糖
度
が
高
く
大
変
お
い
し

い
桃
が
で
き
た
。
ぜ
ひ
多
く
の
方
に
召

し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

露
地
ス
モ
モ
大
石
出
荷
ス
タ
ー
ト

　

６
月
14
日
、
中
道
北
支
所
共
選
所
で

露
地
栽
培
ス
モ
モ
「
大
石
早
生
」
の
出

荷
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

農
家
37
戸
か
ら
約
４
，
０
０
０
キ
ロ

が
持
ち
こ
ま
れ
、
東
北
・
北
信
越
・
関

東
・
関
西
地
区
に
向
け
出
荷
し
ま
し

た
。

　

中
道
地
区
で
は
、
大
石
早
生
を
木
で

完
熟
さ
せ
出
荷
す
る
「
木
成
り
甘
熟
プ

ラ
ム
」
の
ブ
ラ
ン
ド
出
荷
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
市
場
で
も
高
く
評
価
さ

れ
、
産
地
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
て
い
ま

す
。

　

中
道
北
支
所
販
売
課
の
小
林
課
長
は

「
今
年
は
、
春
先
か
ら
天
候
に
恵
ま

れ
、
着
果
率
も
良
く
糖
度
の
高
い
高
品

質
な
抜
群
の
お
い
し
い
も
の
が
出
来

た
。
木
で
完
熟
さ
せ
た
自
慢
の
中
道
ブ

ラ
ン
ド
『
甘
熟
』
の
大
石
早
生
を
味
わ

っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

ハ
ウ
ス
ブ
ド
ウ
出
荷
ス
タ
ー
ト

　

６
月
17
日
、
一
宮
北
地
区
統
合
共
選

所
で
「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
、

「
巨
峰
」
「
デ
ラ
ウ
ェ
ア
」
「
キ
ン
グ

デ
ラ
」
「
ピ
オ
ー
ネ
」
な
ど
様
々
な
ハ

ウ
ス
ブ
ド
ウ
の
出
荷
が
当
Ｊ
Ａ
統
一
共

選
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
管
内
の
農
家
37
戸
か
ら
約
５
，

５
０
０
キ
ロ
が
搬
入
さ
れ
、
京
浜
・
関

西
地
区
を
中
心
に
出
荷
し
ま
し
た
。　

　

本
所
指
導
課
の
高
野
課
長
は
、
「
シ

ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
は
収
穫
適
期
の
判

断
が
難
し
く
、
出
荷
前
の
ほ
場
で
の
糖

度
検
査
を
徹
底
し
、
糖
度
18
度
を
満
た

し
た
園
か
ら
順
次
出
荷
し
て
い
る
。
今

年
は
、
気
温
の
変
化
が
激
し
く
ハ
ウ
ス

内
の
温
度
管
理
に
苦
労
し
た
生
産
者
も

多
い
が
、
持
ち
込
み
さ
れ
た
ブ
ド
ウ
を

見
る
と
玉
張
り
や
食
味
な
ど
高
品
質
な

も
の
が
多
く
、
自
信
を
持
っ
て
出
荷
が

で
き
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

消
費
地
で
人
気
の
高
い
シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト
の
出
荷
は
、
ハ
ウ
ス
栽
培
か

ら
露
地
栽
培
へ
と
10
月
下
旬
ま
で
続
く

予
定
で
す
。

ＪＡふえふき
キッズクラブ事務局からのお知らせ

　令和２年度（第６期）の活動につきまして、本年２月より参

加募集を募るところでありましたが、昨今の新型コロナウイル

ス感染症により各種活動が制限されているため、残念ながら本

年度の活動は中止いたしますのでお知らせいたします。

　また、令和３年度（第７期）につきましては、来年２月以降

参加募集を行いたいと思います。来年度以降も

パワーアップした内容で食育事業に取り組んで

いきたいと思いますのでご期待ください。



①
し
ら
か
わ　

あ
お
い

②
八
代
支
所　

信
用
課
担
当

③
南
都
留
郡　

富
士
河
口
湖
町

④
毎
日
学
ぶ
こ
と
が
多
く
、
優
し
く
頼
れ
る
先
輩
方
に
丁
寧
に
ご
指
導
い

　

た
だ
き
、
と
て
も
充
実
し
た
日
々
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

少
し
で
も
早
く
様
々
な
業
務
を
こ
な
せ
る
よ
う
に
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
や
地
域
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
力
し
て
参
り

　

ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

①
わ
た
な
べ　

ま
な
み

②
八
代
支
所　

共
済
課
担
当

③
石
和
町

④
今
年
度
よ
り
新
採
用
職
員
と
し
て
働
か
せ
て
い
た
だ
き
３
ヵ
月
が
経
ち

　

ま
し
た
。
先
輩
方
の
丁
寧
な
ご
指
導
の
下
、
少
し
ず
つ
で
す
が
仕
事
に

　

も
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
不
慣
れ
な
と
こ
ろ
が
あ
り
組
合
員
の

　

皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
一
日
で
も
早
く
組
合
員
の
皆

　

様
や
地
域
の
方
々
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
日
々
精
進
し
て
参
り
ま
す
の

　

で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

新採用
職員紹介

①氏　　名

②所属部署

③出 身 地

④抱　　負白　川　　　葵 渡　邉　真奈美
①
ふ
じ
い　

あ
ゆ
り

②
御
坂
西
支
所　

信
用
課
担
当

③
広
島
県　

広
島
市

④
大
学
進
学
と
同
時
に
山
梨
へ
来
て
今
年
で
５
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
笛

　

吹
市
内
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
町
が
大
好
き

　

で
す
。
少
し
で
も
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま

　

す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

①
い
し
か
わ　

ゆ
う
た

②
御
坂
西
支
所　

購
買
課
担
当

③
八
代
町

④
４
月
よ
り
御
坂
西
支
所
に
配
属
と
な
り
、
３
ヵ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
一

　

日
も
早
く
立
派
な
Ｊ
Ａ
職
員
と
な
り
、
組
合
員
の
皆
様
の
お
役
に
立
て

　

る
よ
う
日
々
精
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

①
お
が
わ　

た
く
み

②
御
坂
西
支
所　

第
一
出
張
所
経
済
担
当

③
石
和
町

④
新
社
会
人
と
し
て
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
購
買
課
の

　

職
員
と
し
て
業
務
や
組
合
員
の
方
々
の
顔
や
名
前
を
少
し
で
も
早
く
覚

　

え
、
日
々
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

　

ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

藤　井　鮎　里 石　川　裕　太 小　川　拓　己
①
も
ち
づ
き　

か
け
る

②
一
宮
西
支
所　

信
用
課
担
当

③
甲
州
市　

塩
山

④
信
用
課
に
勤
め
早
く
も
３
ヵ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
上
司
や
先
輩
の
ご

　

指
導
の
下
、
い
ち
早
く
仕
事
に
慣
れ
る
よ
う
に
毎
日
勉
強
の
日
々
を
過

　

ご
し
て
い
ま
す
。
笑
顔
で
明
る
く
、
組
合
員
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る

　

職
員
を
目
指
し
ま
す
。

①
こ
ば
や
し　

の
ぶ
ひ
ろ

②
一
宮
西
支
所　

購
買
課
担
当

③
境
川
町

④
自
身
で
行
え
る
こ
と
を
明
確
に
認
識
し
、
円
滑
に
業
務
を
行
っ
て
い
き

　

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
担
当
す
る
業
務
を
早
く
覚
え
る
必

　

要
が
あ
る
の
で
、
業
務
全
体
の
流
れ
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
つ
つ
行
動
で

　

き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
ご
み　

た
い
き

②
一
宮
西
支
所　

販
売
課
担
当

③
石
和
町

④
今
年
度
か
ら
一
宮
西
支
所
販
売
課
に
配
属
に
な
り
ま
し
た
五
味
大
輝
と

　

申
し
ま
す
。
学
生
時
代
に
野
球
を
し
て
い
た
の
で
体
力
に
は
自
信
が
あ

　

り
ま
す
。
元
気
に
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

　

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

望　月　　　翔 小　林　信　博 五　味　大　輝
①
ち
の　

ゆ
う
へ
い

②
一
宮
西
支
所　

指
導
課
担
当

③
甲
府
市　

右
左
口
町

④
今
年
度
よ
り
新
採
用
職
員
と
し
て
働
か
せ
て
い
た
だ
き
３
ヵ
月
が
経
ち

　

ま
し
た
。
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
が
上
司
や
先
輩
方
々
の

　

ご
指
導
の
も
と
、
日
々
学
ん
で
お
り
ま
す
。
１
日
も
早
く
組
合
員
の
皆

　

様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

　

す
。

①
や
ま
ね　

げ
ん
た

②
富
士
見
支
所　

信
用
共
済
担
当

③
甲
府
市　

住
吉
町

④
ま
だ
ま
だ
仕
事
で
の
知
ら
な
い
こ
と
や
小
さ
な
ミ
ス
な
ど
多
く
、
先
輩

　

方
、
上
司
な
ど
に
迷
惑
を
掛
け
て
し
ま
う
場
面
も
あ
る
の
で
、
一
日
で

　

も
早
く
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
仕
事
を
完
璧
に
こ
な
せ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

　

い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
先
輩
方
や
上
司
、
組
合
員
の
皆
様
と
も
笑
顔

　

で
明
る
く
寄
り
添
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

①
は
い
ば
ら　

せ
い
じ

②
富
士
見
支
所　

購
買
課
担
当

③
甲
府
市　

下
曽
根
町

④
覚
え
る
こ
と
が
ま
だ
ま
だ
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
組
合
員
の
方
々

　

の
顔
と
名
前
を
覚
え
て
、
私
自
身
も
組
合
員
の
方
々
に
覚
え
て
も
ら
え

　

る
よ
う
に
、
ま
た
１
日
で
も
早
く
組
合
員
の
方
々
の
力
に
な
れ
る
職
員

　

を
目
指
し
て
精
進
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

千　野　裕　平 山　根　弦　太  埴　原　聖　司



モモシンクイガの防除について
防除のポイント

発生と生態

防除薬剤　令和２年度「果樹病害虫防除暦　もも」より抜粋

○防除暦に沿って定期的な薬剤散布を行う。
○特に除袋直後、収穫前の防除を徹底する。
○除袋後に雨が多い場合や、収穫期間が長引く場合は、追加散布を行う。

○モモシンクイガは、年２回の発生であり、越冬世代の成虫が６月中旬頃、第一世代の成
　虫が７月中下旬頃に発生盛期となるが、モモの収穫期間を通じて発生している。
○産卵は、果実の表面に行われ、幼虫はふ化直後に果実に侵入する。
○発育期間は、卵が７～１０日、幼虫が２０日程度、蛹が１０～１５日、成虫の生存期間
　が７～１０日とされている。
○ふ化した幼虫は、間もなく果実に食入するため、食入孔は針で突いたくらい小さく、見
　た目から被害を判断することが難しい。

薬剤名 倍　率 収穫前日数 使用限度
ダーズバンＤＦ 3,000倍 14日前まで ５回

サムコルフロアブル１０ 5,000倍 前日 ２回
スピノエースフロアブル 4,000倍 ３日前まで ３回
アーデントフロアブル 2,000倍 前日 ３回

果実被害と
幼虫

モモシンクイガの脱出孔
（他のシンクイムシ類と異なり、
虫糞を排出することはない）

成　虫

せん孔細菌病の撲滅に地域全体で取り組んでいます。
秋から一斉防除が始まりますので、事前に防除薬剤の
準備をお願いいたします。



２０２０年ＪＡふえふきカレンダー
一部変更のお知らせ

２０２０年東京オリンピックが延期になった事により、組合員様
に配布してあるカレンダーの出荷休みが一部変更となります。
下記、変更内容をご確認のうえ、お間違いの無いよう出荷をお願
い致します。

《変更内容》
変更前　出荷休み 変更後 出荷休み

令和２年７月３０日（木） ➡ 令和２年７月２８日（火）
令和２年８月　６日（木） ➡ 令和２年８月　４日（火）



組合員の皆さまへ

持続化給付金に関するお知らせ

持続化給付金とは？

給付対象の主な要件

給付額

新型コロナウイルスの感染症拡大により、特に大きな影響を受ける中小企業や個人事業者（農
業者含む）に対して、事業の継続を下支えし、再起の糧としていただくため、

事業全般に広く使える給付金を支給します。

中小法人等は２００万円、個人事業者等は１００万円
※ただし、昨年１年間の売り上げからの減少分を上限とします。

■売り上げ減少分の計算方法
　前年の総売上（事業収入）－（前年同月比▲５０％月の売り上げ×１２ヶ月）

１.	 新型コロナウイルス感染症の影響により
	 ひと月の売り上げが前年同月比で５０％以上減少している事業者。
２.	 ２０１９年以前から事業による事業収入（売上）を得ており、今後も事業を継続する意思
	 がある事業者。
３.	 法人の場合は、
	 ①資本金の額又は出資の総額が１０億円未満、又は
	 ②上記の定めがない場合、常時使用する従業員の数が２０００人以下である事業者。
※２０１９年に創業した方や売上げが一定期間に偏在している方などには特例があります。
※一度給付を受けた方は、再度給付申請することができません。

相談ダイヤル

持続化給付金事業コールセンター　０１２０－１１５－５７０

［IP電話専用回線］０３－６８３１－０６１３

受付時間　８：３０～１９：００　７月から１２月（土曜日を除く日から金曜日）

■お問い合わせ　
　Ｊ Ａ ふ え ふ き　各支所指導課または各支所渉外担当者
　山梨県農業技術課　０５５－２２３－１６１６
　峡東農務事務所　０５５３－２０－２７０７（担い手育成担当）
　中北農務事務所　０５５１－２３－３２９２（担い手育成担当）



持続化給付金の申請手順

持続化給付金ホームページへアクセス！
１

持続化給付金 検索

持続化給付金の申請用HP （https://jizokuka-kyufu.jp）

２ 申請ボタンを押して、メールアドレスなどを入力 [仮登録]

３
入力したメールアドレスに、メールが届いていることを確認して、
[本登録]へ

４
ID・パスワードを入力すると[マイページ]が作成されます

● 基本情報 ● 売上額 ● 口座情報 を入力

５
必要書類を添付

 2019年の確定申告書類の控え
売上減少となった月の売上台帳の写し
身分証明書の写し（個人事業者の場合）

※スマホなどの写真画像でもOK（できるだけきれいに撮ってください！）

申請

持続化給付金事務局で、申請内容を確認
※申請に不備があった場合は、メールとマイページへの通知で連絡が入ります。

通常２週間程度で、給付通知書を発送／ご登録の口座に入金

持続化給付金の申請方法

法人・個人の基本
事項と、ご連絡先

入力すると、
申請金額を
自動計算！

【通帳の写し】を
アップロード！

スマホでも
できる！



14

<https://www.maff.go.jp/j/saigai/n_coronavirus/pdf/gl_nou.pdf>



(70%)
(0.05 )

60%



70
60% 0.05

14

https://www.maff.go.jp/j/saigai/n_coronavirus/pdf/gl_tik.pdf

14



70
60% 0.05

14

https://www.maff.go.jp/j/saigai/n_coronavirus/pdf/gl_tik.pdf
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【組合員様・農業経営者様向け（個人・法人）】

新型コロナウイルス感染症対策

取扱期間：2020 年 6月 1日㈪～ 2021 年 3月 31日㈬

2020年 6月1日時点

ご利用いただける方

ご融資金額・お借入金利

資金使途 保証料

資金使途農業経費等に係る運転資金 全額助成

お借入金利
新型コロナウイルス感染症の影響により前年同月対比で農業減収額が10%以上ある方

500 万円以内 無利息（※１）
（※３）

（※２）
（※３）

(※１) お借入金利 (固定金利 )　＝　店頭表示金利0.75％ －  JA バンクの利子補給率 0.75％
( ※２) ＪＡバンクの農業資金保証料助成事業により、保証料がゼロになります。
(※３) ただし、本利子補給および本保証料助成事業の予算枠等の状況に応じて、利息部分あるいは保証料部分をご負担いただく
　　　場合がありますので、ご了承ください。

ＪＡ災害緊急資金等特別融資（アグリマイティー資金）商品概要

ご利用いただける方

◦新型コロナウイルス感染症の影響により農業経営に影響が発生している
　こと等を当ＪＡが確認できた方で以下の①または②に掲げる方

　①組合員（正組合員・准組合員）の方（個人・法人）
　②当ＪＡが定めた農業者等の方

お 使 い み ち ◦農業経費等にかかる運転資金

ご 融 資 方 法 ◦証書貸付

お 借 入 金 額 ◦ 500 万円（所要額の範囲内）

お 借 入 期 間
返 済 方 法

　５年以内（据置２年以内）
　（元金均等返済または元利均等返済）

担 保 ◦原則、融資対象物件に限る。

保 証 ◦原則として山梨県農業信用基金協会の保証を付します。
◦法人の方は、代表者を連帯保証人とします。

保 証 料 ◦一括前払いのみ（ご融資月の翌々月までに全額助成されます）

そ の 他
◦お申込みに際しては、当ＪＡ、および山梨県農業信用基金協会において
　所定の審査をさせていただきます
◦審査の結果によっては、ご希望に添いかねる場合もございますので、予
　めご了承ください

お 問 い 合 わ せ は　 信 用 部 ロ ー ン セ ン タ ー ま で
　　℡ 055-265-1611

ＪＡ災害緊急資金等特別融資（アグリマイティー資金）



新型コロナウイルス感染症※１の被患により、入院された場合、

「疾病による入院」として、入院共済金のお支払対象となります。※２

（医療機関等の事情により、宿泊施設や自宅等での療養を余儀なくされた場合も、

所定の証明書をご提出いただくことで入院共済金のお支払対象としてお取り扱いします。※２ ）

また、同感染症の被患により、万一の場合※３、災害給付特約、災害死亡割増特約等による

「災害死亡共済金」 「災害後遺障害共済金」等のお支払対象といたします。※２

なお、新型コロナウイルスにより影響を受けられたご契約者様に対して、

共済掛金の払込猶予期間の延長等、特別な取扱いを実施しております。

詳しくは、お近くのＪＡまでお問い合わせください。

ＪＡ共済では、みなさまに「安心」と「満足」をお届けするため、
みなさまのご契約内容を確認しています。

※１、新型コロナウイルス感染症を指定感染症として定める等の政令（令和2年政令第11号）第1条に定める新型コロナウイルス感染症をいいます。以下、同じ。
※２、ご契約ごとに定められている所定の条件を満たす必要があります。
※３、「万一の場合」とは、死亡・所定の第１級後遺障害の状態に該当する場合のことです。

新型コロナウイルス感染症の被患に伴う共済金のお支払いに関する相談もお受けしております。
いつでもみなさまに寄り添うことで、安心して満足できる毎日をお過ごしいただきたいと願っています。

新型コロナウイルス感染症に関する
大切なお知らせ

もしもの時に備えて、

契約内容を確認
しましょう！

ご契約内容を覚えていらっしゃいますか？
ご加入いただいている契約内容のご説明

□ どの保障に加入しているか忘れてしまった
□ 加入している保障がいつまで続くかわからない
□ 共済金がどんなときに受け取れるかわからない

突然訪れるかもしれない身近なリスクに備える、特定重度疾病共済が新登場。

詳しい情報はホームページをご覧ください

JA共済ホームページアドレス　https://www.ja-kyosai.or.jp

Check

このたびの新型コロナウイルスにより影響を受けられたみなさまに、心よりお見舞い申しあげます。

20481020259

お問い合わせは

各支所窓口まで



ホタルイカと花ワサビのチャーハン
■材料（２人分）
　ご飯　200ｇ、鶏卵　１個、ホタルイカ（ゆでて目と口を取ってお
　く）　50ｇ、花ワサビ　１わ、漬けだれ〔煮切り酒　１/２カップ、
　煮切りみりん　１/２カップ、しょうゆ　１/４カップ〕、塩・こしょう
　適宜、サラダ油　適宜
■作り方
　1　花ワサビのしょうゆ漬けを作る。水洗いした花ワサビを塩でもみ
　　　10分ほど置く。鍋に70度に沸かした湯でゆで、熱いうちに漬け
　　　だれに漬け密封し一晩置く。
　2　ボウルに卵を入れかき混ぜ、ご飯を入れよく混ぜておく。
　3　熱したフライパンにサラダ油をひき、2をパラパラになるまで炒め
　　　る。
　4　漬けておいた花ワサビはざく切りにし、ホタルイカ、大さじ１の水
　　　（材料外）を3に入れ、強火でサッと炒め、塩・こしょうで味を調
　　　え器に盛り付ける。

和風ポテトサラダ
■材料（２人分）
　ジャガイモ　中３個、ゆで卵（細かくほぐしておく）　１個、ポテトサ
　ラダ調味料〔マヨネーズ　大さじ４、塩・こしょう　適宜、酢　小さじ
　１/２〕、ウドきんぴら〔ウド　１/２本、酒　大さじ１、みりん　大さ
　じ１、しょうゆ　大さじ１/２、ごま油　小さじ１/２、いりごま　大
　さじ１〕、温泉卵　１個、トマト　１/２個、粉さんしょう　適宜、アサ
　ツキ　適宜
■作り方
　1　鍋に水、塩少々（共に材料外）を入れ、ジャガイモをゆでる。ゆで
　　　たジャガイモをボウルに入れてつぶし、熱いうちにポテトサラダ調
　　　味料とゆで卵を混ぜ合わせる。
　2　ウドのきんぴらを作る。フライパンにごま油をひき、千切りにした
　　　ウドを炒め、酒、みりん、しょうゆを入れてさらに炒め、仕上げに
　　　いりごまを振る。　
　3　器に1、温泉卵、2、小口切りにしたアサツキの順に盛り付け、ト
　　　マトを添え、粉さんしょうを振って出来上がり。

もう一品もう一品

ごはんごはん

牡羊座（3/21～4/19）
【全体運】ハプニングもありますが、うれし
い心の交流も。すてきな景色を見かけたら写
真を撮って。共有してハッピー
【健康運】スクワットなど少しきつめの運動
にツキ
【幸運の食べ物】ズッキーニ

天秤座（9/23～10/23）
【全体運】考え過ぎは失敗のもと。感じるま
まにシンプルに動いた方が、スムーズに進み
ます。おしゃれに時間を掛けて
【健康運】運動前には準備運動をしっかりと
【幸運の食べ物】メロン

蠍座（10/24～11/22）
【全体運】勢いのある好調運。いろいろなと
ころから声がかかりそう。経験したことのな
いものに挑戦した方が楽しめます
【健康運】弱い部分はサポーターなどでガー
ドを
【幸運の食べ物】葉ショウガ

射手座（11/23～12/21）
【全体運】追い風に恵まれます。ゆっくりス
タートして、後半からスピードアップするの
が成功のこつ。作業の洗い出しを
【健康運】筋力アップのトレーニングがお勧
め
【幸運の食べ物】モロヘイヤ

山羊座（12/22～1/19）
【全体運】オーバーワークの危険があります。
１人で無理をしないで周囲に相談しましょ
う。好きな曲を聴いてストレス発散
【健康運】疲労回復効果のあるマッサージが
◎
【幸運の食べ物】ウナギ

水瓶座（1/20～2/18）
【全体運】きちょうめんなくらいがちょうど
いいようです。一つ一つ確認して進めましょ
う。見晴らし台がラッキースポット
【健康運】継続は力なり。いつもの健康法が
一番
【幸運の食べ物】スズキ

魚座（2/19～3/20）
【全体運】好調運です。グッドアイデアが浮
かんできそう。実現に向けて行動を開始して。
思い切りの良さが道を開きます
【健康運】リズムに合わせて体を動かしまし
ょう
【幸運の食べ物】ナス

牡牛座（4/20～5/20）
【全体運】心配のし過ぎは禁物です。話して
みればあっさり解決することも。状況把握を
きちんとするのが開運のポイント
【健康運】休憩をこまめにとって。気分転換
が大切
【幸運の食べ物】スモモ

双子座（5/21～6/21）
【全体運】あなたの笑顔が周りの人をハッピ
ーにします。「ありがとう」の言葉を沢山伝
えてください。買い物にツキ
【健康運】ダンスやボルダリングなど楽しい
運動を
【幸運の食べ物】アユ

蟹座（6/22～7/22）
【全体運】情報を小まめにチェックしてラッ
キーをキャッチ。連絡も自分からしてみまし
ょう。アクティブに動くほど吉
【健康運】食事は栄養と見た目にもこだわっ
て
【幸運の食べ物】桃

獅子座（7/23～8/22）
【全体運】上昇運です。体調も上向きで活動
量も増加。やりたかったことを始めて。「楽
しい」に沢山巡り合えるはず
【健康運】プロの指導にツキ。良い巡り合い
あり
【幸運の食べ物】ゴーヤー

乙女座（8/23～9/22）
【全体運】ＵＶカットの帽子や保冷剤を準備、
暑さ対策には万全を期しましょう。栽培や余
暇の計画も綿密に立てて
【健康運】水分補給をしっかりと。休憩も忘
れずに
【幸運の食べ物】ミョウガ

今月のあなたの運勢 ７月　　モナ・カサンドラ

シェフ永井のおすすめ
永井智一（ながい　ともかず）

茨城県笠間市にある
「天晴（旧キッチン晴人）」

オーナーシェフ
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５ ８ ６ ９ ４ １ ３ ２ ７

９ １ ７ ８ ２ ３ ５ ４ ６

２ ４ ３ ６ ７ ５ １ ８ ９

６ ９ ４ ３ ５ ２ ７ １ ８

１ ３ ２ ７ ９ ８ ４ ６ ５

８ ７ ５ ４ １ ６ ２ ９ ３

４ ５ ９ ２ ６ ７ ８ ３ １

３ ６ １ ５ ８ ４ ９ ７ ２

７ ２ ８ １ ３ ９ ６ ５ ４

答　え

　

ふ
え
ふ
き
だ
よ
り
お
楽
し
み

コ
ー
ナ
ー
に
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

正
解
者
の
中
か
ら
十
名
の
方
に

粗
品
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ふ
え
ふ
き
だ
よ
り

に
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

　

皆
様
に
親
し
ま
れ
る
広
報
誌
作

り
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

郵便はがきに、右記の要領
で記入しお送りください。

◎締　切　７月31日（金）消印有効
◎当選者を誌面で発表するとともに、
　粗品をお送りさせていただきます。
　また、お寄せいただいたご意見、
　個人情報等は、当組合の広報紙及
　び事業運営のみに参考にさせて頂
　きます。

14

八
代
支
所

石
和
支
所

中
道
北
支
所

〃〃〃

御
坂
西
支
所

〃

一
宮
南
支
所

富
士
見
支
所

矢

﨑

紀

香

井

上

智

子

小

澤

紀

子

中　

込　

あ
け
み

松

野

幸

美

江　

木　

ラ
ン
子

穴　

山　

八
重
次

小

沢

清

美

小　

林　

信
千
賀

土　

屋　
　
　

瞳
様様様様様様様様様様

当

選

者

「
直
訳
」
と
「
意
訳
」
の
関
係
は
？

社会人の
ための

日本語
検定

プレゼントありますよ！数独 二重枠に入った数字
の合計はいくつ？

出題・ニコリ
ルール
⑴　空いているマスに、１から９までの数字のどれ
　　かを入れます。
⑵　タテ列（９列）、ヨコ列（９列）、太線で囲まれ
　　た３×３のブロック（それぞれのマスあるブロ
　　ックが９つ）のいずれにも１から９までの数字
　　が１つずつ入ります。

７ ８ ６

２ １ ４

３ ２

４ ３

６ ５

１ ６

９ １

４ ７ ２

５ ３ ８

【
　
　
　
】
に
記
さ
れ
て
い
る
二
つ
の
言
葉

の
関
係
と
同
じ
関
係
に
な
る
組
み
合
わ
せ

を
一
つ
選
ん
で
、
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ

い
。

【
直
訳
―
―
意
訳
】

⑴
　
慎
重
―
―
軽
率

⑵
　
栄
転
―
―
昇
進

⑶
　
撤
退
―
―
進
歩

⑷
　
販
売
―
―
生
産

―
―
部
分
の
漢
字
の
読
み
方
を
答
え
て
く

だ
さ
い
。

相
次
ぐ
不
祥
事
に
よ
っ
て
失
墜
し
た
国
民

の
信
頼
を
ど
う
回
復
す
る
か
が
、
新
政
権

の
焦
眉
の
課
題
だ
。

問
一　
　

語
彙　
　

３
級

問
二　
　

表
記　
　

２
級

問三

前
号
の
解
答
・
解
説

問
一
　
⑶

客
に
「
待
っ
て
も
ら
う
」
こ
と
を
、

尊
敬
表
現
「
お
～
く
だ
さ
る
」
を

用
い
て
言
っ
て
い
る
、
⑶
「
お
待

ち
（
く
だ
さ
い
）」
が
適
切
。
⑴

「
お
待
ち
し
て
」
は
、
謙
譲
表
現

「
お
～
す
る
」
を
用
い
て
不
適
切
。

⑵
「
お
待
ち
に
な
ら
れ
て
」
は
、

尊
敬
表
現
「
お
～
に
な
る
」
に
尊

敬
の
助
動
詞
「
れ
る
」
を
つ
け
た
過
剰
敬
語
で
不

適
切
。

問
二
　
最
大
→
細
大

「
細
大
」
が
適
切
な
表
記
。
些
細
な
事
柄
と
重
大

な
事
柄
。「
細
大
漏
ら
さ
ず
」
は
、
そ
の
こ
と
に

関
す
る
事
柄
は
、
事
の
大
小
に
か
か
わ
り
な
く
全

て
を
取
り
上
げ
る
様
子
を
表
す
。「
最
大
」
は
、

あ
る
範
囲
の
中
で
い
ち
ば
ん
大
き
い
こ
と
。

問
三

〒 406-0822

笛
吹
市
八
代
町
南　

五
六
一

Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き

　

総
合
企
画
課

　

お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
係

①
答
え 

問
一
・
問
二
・
問
三

②
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

　

職
業

③
Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き
や
ふ
え

　

ふ
き
だ
よ
り
へ
の
ご
意

　

見
ご
要
望
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